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明石市立高齢者ふれあいの里の管理運営状況(平成２９年度）について 
 

平成１９年４月から指定管理者制度を導入した明石市立高齢者ふれあいの里について、平成２

９年度における指定管理者による管理運営状況を報告します。 

 

１ 指定管理者 

(1)指定管理者 
大新東・ＳＤＨＳ・ＮＴＴファシリティーズ共同事業体 

(大新東株式会社・ｼﾀﾞｯｸｽ大新東ﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ㈱・㈱ＮＴＴﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ共同事業体) 

(2)指定期間 平成２８年４月 1日～平成３１年３月３１日 

（3）指定管理料 

協定締結額  ７９，９６５千円    決算見込額  ８１，７１２千円 

（平成２８年度  協定締結額  ７９，９６５千円   

決算額  ８０，０９８千円） 

(4)管理体制 

・正社員１０人 

・正社員以外２０人(パート２０人） 

・合計３０人 

 

２ 評価項目 

（１）顧客満足度について 

①アンケート調

査等の実施状

況 

＜利用者アンケート（１１月２７日～１２月２日実施）＞ 

・来館者対象（回答数 ８７４件） 

 

＜自主事業参加者アンケート（６、１０、１１、２、３月）＞ 

・自主事業「びっくり箱」「ヨガ講座」「ロコモ体操講座」「シナプソロジー」参加

者対象（回答数 ２０３件） 

質問項目 満足 普通 不満 

講座内容 ８８．９％ １０．７％ ０．４％ 

講師の対応 ８９．３％ １０．７％ ０．０％ 
 

質問項目 満足 普通 不満 未回答 

職員の対応 ８２．６％ １７．２％ ０．２％ ０％ 

     

質問項目 ほぼ毎日 週２～３回 週１回 その他 

利用状況 ３２．８％ ４１．１％ １５．７％ １０．４％ 

②利用者からの

主な苦情とそ

の対応等 

・各施設の老朽化が進んでおり、設備や備品の修繕に対する要望が多いな

か、優先順位をつけ修繕及び備品の更新を行った。 

・利用者の転倒事故が発生したが、丁寧かつ臨機応変な対応により、円滑

に解決することができた。 

所管課コメント 

・アンケート結果から、職員の対応について「満足」が８２．６％で前年より上

昇しており、利用者の満足度は概ね高いと評価できる。 

・利用者からの様々な苦情や要望に対し適宜対応している。 

・高齢者の状態変化に迅速に対応し、家族や必要な機関と連携するなど、地

域での見守り支援にも繋がっている。 

福祉局高年介護室 
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（２）事業達成度について 

①事業・業務の

実施状況 

＜運営業務＞ 

開館日 休館日及び開館時間 

月曜日－土曜日 

３０８日 

（警報発令により 1日

閉館） 

休館日：日曜日、年末年始 

開館時間：９時～１６時 

（７～８月：１６時半まで） 

＜維持管理業務＞ 

清掃及び日常の保守・点検は自営で実施し、その他法令・定期点検等

は設備責任者がメーカー及び専門業者と連携して実施した。 

老朽化した設備等の修繕を実施した。 

主な修繕内容 ： 空調機取替（２台）、吸収式冷温水器修繕 

ボイラー修繕 、段差解消修繕等 

＜自主事業＞ 

健康相談 

月２回実施（大久保のみ月４回） 

中 崎    ２４回 （   ４３９名参加 ） 

大久保    ４８回 （１，３９７名参加 ） 

魚 住    ２４回 （   ７４７名参加 ） 

二 見    ２４回 （   ５４９名参加 ） 

合計：３，１３２名参加 （Ｈ２８：３，１９８名参加） 

健康体操 

毎日実施し、週１回は専門インストラクターによる指導 

中 崎    ３０７回 （ １０，６３３名参加 ） 

大久保    ３０７回 （ ３２，４７６名参加 ） 

魚 住    ３０７回 （ １４，７５２名参加 ） 

二 見    ３０７回 （ １０，０７１名参加 ） 

合計：６７，９３２名参加（Ｈ２８：６８，９３８名参加 ）  

ヨガ講座 
中 崎   全１０回           （ ２４１名参加 ） 

二 見   全１０回講座を２回実施 （ ３３９名参加 ） 

びっくり箱 

昔懐かしい曲を歌い楽しむ参加型の企画を全館で実施 

中 崎    １回  （    ２９名参加 ） 

大久保   １２回  （ １，５２８名参加 ） 

魚 住    １回  （    ３４名参加 ） 

二 見    １回  （    ３２名参加 ） 

ロコモ体操 

 

介護予防の取組として、ロコモティブシンドローム（運動

器症候群）を予防するための体操講座を実施 

魚 住    １０回 （ １７８名参加 ） 
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健康推進  

ウィーク 

市と共同で認知症健診及び体力測定、骨密度測定、健

康相談、栄養相談を実施 

中 崎    ９月２０日（  ５５名参加 ） 

大久保    ９月１５日（ １０６名参加 ） 

魚 住    ９月２１日（  ５４名参加 ） 

二 見    ９月１９日（  ３６名参加 ） 

合計：２５１名参加（H２８：２７０名参加 ） 

シナプ 

ソロジー 

介護予防の一環として‘脳トレーニング’を月２回実施 

中 崎    ２４回（ ５９１名参加 ） 

大久保    ２４回（ ５９８名参加 ） 

魚 住    ２４回（ ２１０名参加 ） 

二 見    ２４回（ ３６４名参加 ） 

合計：１，７６３名参加 （H２８：１，６９２名参加 ） 

落語 

大久保    １回（ ４８名参加 ） 

二 見    ２回（ ９１名参加 ） 

合計：１３９名参加 

＜その他業務＞ 

・職員研修として、個人情報取扱研修、パソコン研修のほか、各館で

初めて感染症予防研修を実施した。 

・利用者増の取組みとして、既存事業の見直しや新規事業を開始し

た。 
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②施設等の利用

状況 

＜利用者数＞ 

 年間利用者数 年間開館日数 

中崎 
２７，３６０人 

(H28 29,020人) 

３０７日 

（Ｈ28 307日） 

大久保 
５８，０３１人 

(H28 61,623人) 

３０７日 

（Ｈ28 307日） 

魚住 
３３，４９０人 

(H28 34,917人) 

３０７日 

（Ｈ28 307日） 

二見 
２０，０８４人 

(H28 21,724人) 

３０７日 

（Ｈ28 307日） 

合計 
１３８，９６５人 

（Ｈ28 147,284人） 

１，２２８日 

（Ｈ28 1,228日） 

＜施設の利用状況（団体利用）＞ 

施設 利用者数 利用件数 

中崎 集会室 １，９８２名 １５２件 

大久保 集会室 ６，５６８名 ５２７件 

魚住 
集会室（洋） １，７０２名 １６２件 

集会室（和） ２０８名 ２２件 

二見 
作業室 ２，４０１名 ３２１件 

その他 ７８２名 １１９件 

合計 １３，６４３名 １，３０３件 
 

所管課コメント 

・維持管理業務については、日常の安全点検及び段差解消等の修繕を行う

ほか段差に対する注意喚起を行い、利用者の安全確保が図られている。 

・老朽化が進むなか、大規模修繕が必要な箇所も増加しているが、危険箇

所などを優先的に修繕し、建物の維持管理に努めている。 

・自主事業については、認知症予防、介護予防事業を中心に実施しており、

高齢者の健康維持、増進を図っている。 
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（３）事業収支について 

①収支状況 

＜収支状況＞ 

収入総額 ８１，４５６千円 
指定管理料  79,965千円 
その他      1,491千円 

支出総額 ７５，４７０千円 

人件費     46,045千円 
管理費     20,460千円 
事業費       400千円 
一般管理費   6,107千円 
その他      2,458千円 

収  支 ５，９８６千円 （Ｈ２８   ６，９００千円） 
 

所管課コメント ・収支状況については、概ね適正に処理されている。 

 

３ その他評価の参考となる特記事項 

・兵庫県立大学看護学部の一年生７５名を受け入れ、「コミュニティヘルスケア実習」として、２日

間の体験実習に協力した。 

・明石市消防署の指導のもと、各館年２回の消防訓練を実施した。また、市民救命士講習会に

積極的に参加するなど、安全対策について取り組んだ。 

・健康ウィーク開催時、明石市の「認知症啓発推進月間」における巡回認知症相談を併せて実

施し、認知症の早期発見および予防啓発に協力した。 

・自主事業については、ヨガ講座、シナプソロジー、ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の

予防のためのロコモ体操など、介護予防や健康増進を図った。 

 

４ 所管課総合評価 

顧客満足度については、利用者アンケート及び自主事業アンケートの結果から、利用者の満

足度は高いと評価できる。 

しかし、利用者数が激減していることについては、早急に原因分析を行い、課題解決を図る

必要がある。 

事業達成度については、既存事業の見直しや新規事業の開始など、利用者増に向けた取組

みを実施している。 

また、収支状況についても概ね適正であると認められるとともに、職員研修、個人情報保護

や安全対策など、適正に実施されている。 

以上のことから、平成２９年度において、指定管理者による適正な管理運営がなされていると

判断する。 

今後とも、市の責任において適正かつ必要な指導・監督に努め、さらなる顧客満足度の向上

及び利用者増のため、良好な管理・運営に向けた継続的な改善を求めていく。 

 


